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電
気
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対
策
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

電
力
大
手
七
社
に
よ
る
値
上
げ
申
請
の
承
認
に
よ
り
、
家
庭
向
け
電
気
料
金
が
令
和
五
年
六
月
か
ら
値
上
げ
さ
れ
、
各
社
が

家
庭
向
け
モ
デ
ル
を
基
に
示
し
た
各
社
の
値
上
げ
率
は
十
二
・
九
か
ら
四
十
一
％
に
及
ぶ
。
電
気
料
金
高
騰
に
対
す
る
激
変
緩

和
措
置
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
に
向
け
た
技
術
開
発
・
導
入
等
が
急
が
れ
る
。 

一 

電
気
料
金
高
騰
に
対
し
て
、
政
府
は
令
和
五
年
一
月
か
ら
九
月
ま
で
激
変
緩
和
措
置
を
と
っ
て
対
応
す
る
が
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化
に
よ
る
燃
料
費
の
高
騰
、
円
安
は
な
お
も
進
ん
で
お
り
、
秋
以
降
も
電
気
料
金
の
高
騰
が
懸
念

さ
れ
る
。
十
月
以
降
の
激
変
緩
和
措
置
に
つ
い
て
早
期
に
検
討
を
進
め
、
家
計
の
負
担
軽
減
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
う
。 

二 

従
来
の
シ
リ
コ
ン
系
太
陽
電
池
に
つ
い
て
は
、
パ
ネ
ル
施
設
の
崩
落
事
故
な
ど
の
問
題
で
パ
ネ
ル
の
立
地
を
規
制
す
る
自

治
体
が
増
え
て
お
り
、
ま
た
廃
棄
物
と
し
て
後
処
理
が
難
し
い
レ
ア
ア
ー
ス
を
使
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
も
で
き

ず
、
有
害
物
質
が
残
存
す
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
パ
ネ
ル
の
収
集
や
再
利
用
に
向
け
た
体
制
の
構
築
が
急
が
れ
る
が
、
政

府
の
見
解
を
伺
う
。 

三 

従
来
の
シ
リ
コ
ン
系
太
陽
電
池
で
必
要
な
海
外
の
レ
ア
メ
タ
ル
等
、
手
に
入
り
に
く
い
高
価
な
材
料
を
必
要
と
し
な
い
、



 

２ 

 

軽
く
し
な
や
か
な
太
陽
電
池
と
し
て
、
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
主
な
材
料
と
な
る
の
は

ヨ
ウ
素
や
鉛
で
、
特
に
ヨ
ウ
素
は
日
本
が
世
界
の
シ
ェ
ア
の
三
割
を
占
め
て
お
り
、
全
て
国
産
で
賄
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
材
料
面
だ
け
で
な
く
、
品
質
の
高
い
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
を
造
る
上
で
欠
か
せ
な
い
「
薄
膜
」
を
作
る
基
礎
技
術

も
日
本
は
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
際
的
な
開
発
競
争
に
も
対
応
で
き
る
と
期
待
す
る
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
巡
る
問
題
の

解
消
に
つ
な
げ
、
従
来
型
の
太
陽
電
池
か
ら
の
切
り
替
え
を
早
期
に
は
か
る
た
め
の
同
太
陽
電
池
の
開
発
と
導
入
、
将
来
的

な
普
及
に
向
け
て
の
支
援
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
伺
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


